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韓
国

の
法
曹
養
成
制
度
の
問
題
点
と
改
革
内
容

ヂ

大

奎
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序

55

韓
国

で
は
、
文
民
政
府

の
時

期

で
あ
る

一
九
九

五
年

い
わ
ゆ
る
司
法
改
革
を
断
行
し
、
司
法
制
度

の
多
く

の
部
分

に
変
化

が
あ

っ
た
・

そ

の
中

で
、
最
も
重
要
な
部
分

が
ま
さ
に
法
曹
養
成
制
度

で
あ
る
。
韓
国

で
司
法
改
革

が
行
わ

れ
る
す
ぐ
前

に
、
日
本

に
お

い
て
も
法
曹

養
成
制
度

に
関
す

る
論
議

が

…
段
落
し
、
司
法
試
験

の
合
格
者
数

の
増
加

な
ど
に

つ
い
て
法
曹
三
者

の
間

で
合
意

が
行

わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ

こ
で
は
法
曹
養

成
制
度

を
め
ぐ

る
日
本

の
経
験
を
念
頭

に
置
き
な

が
ら
、
韓
国

の
経
験

を
紹
介
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
両
者

の
問

題
点

と
解

決
過
程
を
比
較
す

る
手

が
か
り

に
し

た

い
。

韓
国

の
司
法
制
度

は
か

つ
て
日
本

か
ら
移
植
さ
れ
た
も

の
で
、
解
放

の
後

に
も
大

き
な
変
化
な
し

に
日
本

の
制
度

を
踏
襲
し

て
き

て
い

る
。
勿
論
、
細
部
を
見
れ
ば
多

く

の
違

い
が
あ
る

の
も
事
実

で
は
あ

る
が
、
表

に
あ
ら
わ
れ
た
制

度

で
は
相
当

に
類
似
し

て

い
る
・
法
曹

養

成
制
度

も
そ

の
例
外

で
は
な

い
。
法
学
教
育
制
度
、

司
法
試
験
制
度

、
司
法
研
修
院
制
度
等

は
外
観
上

で
は
区
別

で
き
な

い
ほ
ど
で
あ

る
。
従

っ
て
、
法
曹
養
成
制
度

を

め
ぐ

っ
て
二

つ
の
社

会

が
抱
え

こ
ん

で
い
る
問
題
点
も
類
似
し

て

い
る
。

こ
れ
に
よ
り
最
近
、
韓
国

と
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日
本

に
お

い
て
ほ
と
ん
ど
同

じ
よ
う
な
時
期

に
、
同
じ
よ
う
な
方
向

で
、
法
曹
養

成
制
度

に
変
化

が
招
来

さ
れ
た
の
は
、
単
な
る
偶
然

の

一
致

で
は
な

い
と

い
う

こ
と

が
推
測

で
き
よ
う
。

し
か
し
・
法
曹
養

成
制
度

の
改
革

を
行

っ
て
き

た
方
法

に
お

い
て
は
、
韓
国

と
日
本

は
全
く
異
な

る
。

そ

こ
で
は
表
面
上

の
類
似
性

に

も
か

か
わ
ら
ず
、
依
然

と
し

て
多
く

の
差
異
を
見

せ
て

い
る
の
で
あ
る
。

本
稿

で
は
、
最
近

の
韓
国

の
法
曹
養
成
制
度

の
改
革
過
程

と
そ

の
内
容
を
紹
介
す

る

こ
と

に
よ
り
、

日
本

の
法
律
関
係
者

の
方

々
に
日

本

の
法
曹
養
成
制
度

と
ど

の
よ
う

な
点

で
違

い
が
あ
る

の
か
、
利
害
関
係

の
あ

る
集

団
間

の
相
反
す

る
態
度

及
び
勢
力

の
背

景
は
ど

の
よ

う
な

も

の
で
あ

る

の
か
、
そ
し

て
二

つ
の
社

会

の
問
題
解

決

の
方
式

に
関
す

る
差
異

は
ど

の
よ
う
な
点

で
あ

る

の
か
な

ど
を
考
察
す

る
た

め
の
比
較
法
的
資
料
を
提

示
し
た

い
。

11

韓
国
法
曹
養
成
制
度
の
問
題
点

一

法
曹
人
数

の
不
足

韓
国

司
法
制
度

が
か
か
え
る
問
題
点

の
う
ち

で
多
く

の
も

の
が
、
ま
さ
し
く
法
曹

人
数

の
不
足

に
由
来
す

る
。
開
業
弁
護
士
は

い
う

ま

で
も
な
く
・
判
事
や
検
事

も
不

足
を
免

れ
て

い
な

い
。

こ
れ
は
、
法
曹
輩
出

の
た
め

の
唯

一
の
過

程
で
あ
る
司
法
試
験

の
A
口
格
者

の
制
限

に
よ
り
生
じ

て

い
る
・
従

っ
て
、
韓
国

の
司
法
制
度
改
革

は
、
常

に
法
曹
人
数

の
増
大
な

い
し
は
司
法

試
験
A
口
格
者

数

の
増
員

と
直
結
し

て
き

た
。

冗

九

五
年
三
月
を
葦

と
し

て
、
判
事

検
事
、

弁
護

士
を
含

む
全
法
苗
.
人
数

攻

、

二
五

六
人
、
国

民

芳

人
当

一
.
二
七
人

で
、

こ
れ

は
欧

米

先
進

国

に
比

べ
れ

ば
非

常

に

少
な

い
数

で
あ

り

、

日
本

よ

り

も

少
な

い
。

(〈表

1
v
参
照
)

法

曹

人
数

の
不

足

に
よ

り

、

法

曹
当

事

者

た

ち

は

過
重

な

業

務

負

担

に
苦

し

め
ら

れ

る

一
方

、

国

民

は
必

要

な
法

律

サ
ー

ビ

ス
を

充
分
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〈表1>各 国の法曹人 現況

韓国 日本 米国 ドイツ フ ラ ンス

全体法曹人

(基準年度)

6,256

(1995,3)

18,500

(1992)

769,000

×1992)

84,000

(1992)

31,890

(1992)

人口 】万人当法曹人

(基準年 度)

1.27

×1992)

1.52

(1992}

31.3

×1992)

11.5

0992)

4.28

(1992)

判事

(基準年度)

1,2f2

(1995,3)

2,S23

(1990}

連 邦802

州28,958

(1990)

17,627

0989)

4,486

(190}

検事

(基準年度)

989

(1995,3)

2,092

(1990)

連 邦4,294

州20,826

(1990)

3,759

(1989)

1,529

(1990)

弁護士

(基準 年度)

3,571

0995,3)

14,173

(1990)

670,994

(1990)

54,107

(X989)

1'1,775

(1987)

置到厄斤 わ匿テ五乗 、p.31

に
提

供

し

て

も

ら

う

こ
と

が

で

き

な

く

な

っ
て

い

る
。
法

院

の

判

事

は
、

一
人

当

一
年

間

処

理
す

る
事

件

の
数

が

お
お

よ

そ
三

、

八

三

四

件

に
も

上

る
。

検

察

の
検

事

も

、

一
人

当

一
年

間

三
〇

〇

〇
ー

三

六

〇

〇

件

を
処

理

し

て

い
る
。

ほ
と

ん

ど
想

像

す

る

こ
と

が

で
き

な

い
ほ

ど

の

甚

大

な

処

理

件
数

で
あ

る
。

(〈表

2
、

3
、

4
>
参
照
)

弁
護

士

の
不

足

に

よ

り
市

民

に
招
来

さ

れ

る
被

害

は
も

っ
と

直
接

的

て
あ

る
。

弁

護

七

の
受

任
料

が
高

額

に
な

る

た

め
、

利

用

が
難

し
く

な

り

、

ま

た
、

多

く

の
弁
護

士

が

ソ
ウ

ル
を

始

め
と
す

る
大

都

市

に
集

中

し

て

い
る

た

め
、

地
方

で
は
ア

ク

セ

ス
が
困
難

な

の
で
あ

る
。

ソ
ウ

ル

だ
け

に
全

体

弁

護

士

の
半

分

以
上

が
集

中

し
、

釜

山

、

大
邸

、

光

州
、

大

田

を

含

む

五

都

市

に

全

体

の

約

八

〇

%

が

集

中

し

て

い

る
。

(〈
表

5
V
参

照
)

弁

護

士

の
受

任

料

の
高

さ

は

弁
護

上

選
任

率

の
低

さ

に
現

わ

れ

る
。

弁

護

士

選

任
率

は

、

一
九

九

三

年

を

基

準

と
し

て
、

民
事

事

件

の
場

合

三

七

.
六
%

に
過

ぎ
ず

、

そ

の
他

の
六

こ

・
四
%

は
弁

護

七

な

し

で
訴

訟

が
遂

行

さ
れ

た

の
を

見

て
と

る

こ
と

が

で
き

る
。

特

に
訴
額

一
、

○

○

○

万

ウ

ォ

ン
以

下

の
少
額

事

件

は
、

九

七

・
四
%

が

弁
護

L

な

し

で

遂

行

さ

れ

た

し
、

訴

価

三

、

○

○

○

万

ウ

ォ

ン
以
下

の
単

独

事

件

は

、
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〈表2>法 官1人 当事 件 負担
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年度

大法院 高等法院
し

地方法院

法官数 事件負担量 法官数 事件負担量 法官数 事件負担量

ユ963

1973

19H3

1993

8

15

13

13

315.5

633.S

769.0

ユ,264.2

50

60

101

163

133.7

201.6

332.3

399.4
1

242

365

500

840

4,806.4

5,648.0

4,773.5

4,576.8

資料:1994年 「司 法 年鑑 」

〈表3>検 事1人 当事件処理件数比較

検事…人当

月平均処理件数 検事数 年間処理事件数

韓国 250～300件 903人 130万 件

日本 30～50件 2,103人t 30万 件
1

出所=参 興 民主社会市 民連帯,p.166.

<表4>韓 国 と日本 の民 ・刑事事件 護生件数比較

民事事件 刑事事件 行政事件

韓国 264,307件 1,873,096件 1,130件

日本 279,948件 1,588()86件 3,11fi件

出所:参 興 民 主 社 会 市 民 連 帯,p.167.

<表5>

地域 ソウル 仁川 水原 春川 清州 大田 大邸 釜山 昌原 光州 全州 濟州 計

弁護上数 2,416 111 167 56 55 143 233 261 90 136 80 25 3,733

構 成比0 64 2.9 4.3 1.5 1,J 3.8 6.2 6.9 2.4
3.6
1

?.1 o.7 1()0

1997年6月 基準
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く表6>弁 護士の報酬比較(刑 事事件の場合)

5日 公 判基準)

オ ン以 下

オ ン以 下

ウ オ ン以 ド

韓国(弁 協基準)

着手金500万 ウォン以下

成功報酬500万 ウォン以下

ドイツ(弁 護士報酬法 、

単独157万 ウ

大刑事部186万 ウ

大刑事 部(重 犯 罪)307万計1,p{}0万 ウ ォ ン 以 下
江

(1001月=780ウ ォ ン .1997年 ・8月1日 基 準)

　
　

　

三
四

.
五
%

が
弁
護
士
な
し

で
遂
行
さ
れ
た
。
上
限
に
拘
束
力

は
な

い
が
、
弁
護
士
協
会

で
定

め
た
刑
事
事

件

に
対
す
る
弁
護
士

の
報

酬
は
上
表

の
と
お
り

で
あ

る
。

(〈表
6
>
参
照
)

こ
の
よ
う
な
弁
護

七
数

の
不

足

に
よ

っ
て
招
来

さ
れ
る
問
題

は

こ
れ

に
と
ど
ま

ら
な

い
。
弁
護

士

た
ち

は
、
弁
護
L

の
増
員

に
反
対
し
事
実
ト

の
独
占
的

な
法
律
市
場
構
造

に
安
住
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
顧
客

に

対
す

る
親

切
や
報
酬

の
引

き
下
げ

だ
け

で
な
く
専
門
性

の
開
発

や
競
争

に
勝

つ
た
め

の
周
囲

の
変
化

へ
適
応

す

る
努

力

が
相
対
的

に
少
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象

は
、
急

変
す

る
時
代
的
変
化

と
は
逆
行
す

る
現
象

な

の
で
あ

る
。
特

に
変
化
す

る
社
会
的
要
求

に
応
じ
る
専
門
分
野

で
あ

る
環
境
、
租
税
、
特
許
、
労
働
・
消

費
者

保
護
、
企
業
A
口
併
.
知
的
所
有
権
、
証
券
、
国
際
取
引
な
ど

の
新
し

い
分
野
に
対
す

る
専
門
知

識
を
獲

得
す

る
努
力

が
極

め
て
低
調
な

の
で
あ

る
。

言

わ
ば
、
韓
国

の
多

く

の
弁
護
士
は
専
門
領

域
と

い
う
も

の
も
な
く
、

ほ
と
ん
ど
全

て

の
分
野
を
扱
う
万

能

弁
護
L

で
あ

り
、
ま
た
、
事
件

の
発
生
以
前

に
法
律

相
談
を
通

じ

て
事
前

に
問
題
を
予
防
す

る

の
に
携
わ

る

の
で
は
な
く
、
事
件

発
生
後
訴
訟

で
顧
客

を
代

理
す

る
訴

訟
弁
護
士

(鼠
鋤
=
餌
≦
畜
圏)
と
し

て
の
役
割

を

し

て

い
る
。

二

法
曹
養
成
制
度

と
法
学
教
育
制
度
間

の
有
機
的
関
連
性

の
不
在

韓
国

で
判
事
、
検
事
、
弁
護
士

の
よ
う

な
法
曹
人

の
資
格

を
取
得

し
た
け

れ
ば
、
司
法
試
験
合
格

の
後
・

必
ず

二
簡

の
司
法
研
修
院

を
修

了
し
な
け

れ
ば
な
ら
簾

し

か
し
・
法
曹

に
な

る
た
め
に
大
学

で
の
法

学
教
育

を
履
修
し

た
か
ζ

つ
か
は
問
わ
な

い
.
言
わ
ば
、
司
法
試
験

を
受
験

で
き

る
資
格
制
限
が
学
業

や
専
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攻

と
は
全
然
関
連

が
な

い
と

い
う

こ
と
で
あ

る
.
叢

生

が
大
学

で
ど
ん
な
勉
強
を
し
た

の
か
、

ま
た
そ

の
学
護

績

が
ど

の
よ
、つ
で
あ

る

の
か
は
全
然
関
連

が
な

い
・
極
端
な
場
合

で
は
、
大
学

は
勿
論

の
こ
と
学
校
塾

目
さ
え
全
然
受
け
富

と
も
受
験

で
き
る
.

だ
が

亘

・

試
験
に
合
格

さ
え
す

れ
ば
司
法
研
修
院

に
入
学

で
き

る
し
、

さ
ほ
ど

の
大

過
が
な
け

れ
ば
大
半

は
修

了
で
き
、
問
題
な
く

弁
護

士

の
資

格

を

取

る

こ

と

が

で
き

る

の

で
あ

る
。

そ

の
結
果

司
法
試
験

を
準
備
す

る
学
生

た
ち

は
、
司
法
試

験
と
関
係

さ
せ
て
受
講
科
目
羨

定
す
る
場
A
・
が
多

い
.
従

っ
て
、

司
法

試
験
科
目

で
な

い
も

の
は
余

り
大

き
な
関
心
を
響

こ
と
が
で
き
な

い
.
新

し

い
分
野

の
法

や
語
学
な

、
は
、
軽
視

さ
れ
が
ち

で
あ
る
.

司
法
試
験
も
・
法

の

一
般
原

理
を
基
礎

と
し

て
創
造

力
憲

考

力
を

テ

で

す

る
よ

り
は
、
法
律

知
識

に
対
す

る
暗
記

忠

で
あ

る

た

め
・
体
系
的
な
法
学
教
育
を
受
け
守

と
も
独
学

で

い
瓦

で
も
合
格

可
能

で
あ

る
か
,b
、
学
校
契

同
は

膚

軽
視

ざ
、
れ
る
.

こ
の
よ
う

に
・
法
学
教
育

制
度

と
司
法
試
験

の
聞

に
有
機
的
な
関
連
性

が
な

い
た
め

に
、
大
学

の
法
学
教
ム目
は
明
確
な
高

を
喪
失
し

た
ま

ま

で
・
法

律

専

門

家

も

思

い
ど

お
り

に
育

て

る

こ
と

が

で

き
ず

、

教

養

教

ム目
も

で
き

な

い
状

況

に
あ

る
。

司
法
試
験

の
合
格
叢

が
・
試
駿

築

に
比

べ
非
常

に
少
な

い
た
め
、

こ
れ
に
よ

り
招
来

さ
れ

る
人
材

の
浪
費

は
大
き
な
社
会
的
問

題

で
あ
る
・
受
験
資
格

だ
け

で
富

、
受

験
回
数

に
も

ま

っ
た
-
制
限

が
な

い
た
め
、
優

秀
な
人
材

が
試
験

に
縛
ら
れ
若

い
時
期
を
受
験

の
準

備

に
費
や
す
場
合

も
多

い
.

現
在
毎
年

三
〇

〇
人
ず

つ
選
抜
す

る
司
法
試
験

の
定

口貝
は
全
法
科

大
学

の
卒

業
者

の
四
%

に
も

な

ら

ず
・

司
法
試
験
受
験
者

の

丁

五
%

程
度

だ
け

が
合
格
し

て

い
る
。

冗

八

奪

に
司
法

試
験
A
・
格
姦

が
三
〇
〇
人
に
増
員
さ
れ
る
以

前

の
合

格
者

数

は

〈
表

7
>

で
見

る
よ

う

に
驚

く

ほ
ど

少
数

で
あ

る
。

(〈表

7
、

8
>
参

照
)

結
局

法
曹
人

に
対
す

る
教
育

は
、

司
法
試
馨

格

の
後
司
法

研
修

院
が
担
当
す

る
る

こ
と
に
な
る
.

司
法
研
修
院

は
最
高
裁
判
所

で

あ

る
大
法
院

の
傘
下
機

関

で
・
判
事
と
検
事

を
中
心

と
し

て
法
院
や
検
察

で
の
霧

を

教
え
て

い
る
.
弁
護

+
を
志
望
す

る
か
、
ま

た
は

他

の
分
野

に
進
出

し
よ
う

と
す

る
者

に
は
、
効
果
的
な
教
育

課
程
と
は
言
え
な

い
占
州
が
多

い
.
事

実
上
、
司
法
研
修
院
生

た
ち

の
露

は
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〈表7>司 法試験合格率(80年 まで)
司
法
試
験

の
籍

と
研
修
院

の
籍

に
よ

っ
て
決
定

さ
れ
る
か
ら
、
研
修

院

で
も
試
験
成
績

の
競
争

が
妻

関

心
事

に
な

る
た
め
・
霧

教

育

に
も

限

界

が
あ

る
。

司
法

試
験
A
。
格

の
後
、
司
法
研
修
院

に
入
学
す

れ
ば
、
教
育
中

で
も
公
費

の
よ
う

に
国
家

か
ら
俸
難

」受
け
る
・

こ
れ

は
遍

去
・

即
ち

冗

八
。
年
度

ま
で
、

司
法
試
験

が
全
体

と
し

て
判
事

と
検
事

の
任
用

の
た
め
の
試
験

で
あ

っ
な

扁
と
に
因
る
ご

九
八

。
年
度

ま

で
は
、
司
法
試
験
A
.
格
墓

員

が
、
特
別

な
理
由

が
な

い
限

り
司
法

研
修

院
修

了

の
後

、
判
事

や
塔

と
し

て
婿

さ
れ

た
・

弁
準

は
、
判
筆

検
事
撃

辞

め
た
後

に
開
業
す

る
の
が
順
序

で
あ

・
た
.
し

か
し
、

冗

八

牽

か
ら
司
法
試
馨

格
姦

が
大
幅

に
増
貝

さ
れ

て
、
全
A
.
格
者

の
三
分

の

だ

該
当
す

る

6

・
人
程
度

だ
け

が
判
事

や
検
事

と
し

て
任

用
さ
れ
、
多

数

で
あ

る
他

の
二
。
。
人
程

年度 出願者数 合格者数 合格率
X949 625 16

一

2.5%
5⑪ 457 39 S.1

5】 258 21 8.5

52 711 16 2.3

53 842 12 1.4

54 1,141 17 1.4

55
㎞

1,999 ,;(} 1.5

56 2,X355 108 37

57 3,414 5ユ 1.4

58 3,047 50 1..6

59 3,416 24 0.7

60 5,557 31 0.5

61 4,45U 110 Z.4

62 3,036 50 1.6

62 3,825 J6 1.4

63 3,194 36 1.1

63 3,450 41 1.2

6r3 2,318 45 1.9

64 3,770 10 0.3

64 3,251 22 0.7

65 2,L41 ユ6 n.7

66 1,858 19 1.0

h7 ?,304 5 o.z

67 1,837 83 4.5

68
甲

2,U7D 37 1.8

69 2,363 34 1.4

70 2,326 33 1.4

70 2,531 49 1.9

71
T

2,629 Sl 3.1

72 3,2ユ5 80 2.5

?3 3,614 60 1.?

74 3,311 Cf}
　

1.8

75 3,344 59 1.7

76 3,X25 6f} 1.7

77 4,01t 8U
『

2.0

78 4,153 100 2.4

79 4,cos 120
}

2.7

80 141

計 101,454 1,9{}2 1.7
一
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度

は
す
ぐ

に
弁
護
士

と
し

て
開
業
す

る
し
か
な
妥

ー

な

っ
た
.
言

わ
ば
、

冗

▲

年
以
後

か
ら

司

法

試

験

は
・

判

・
検

事

任

用
試

験

か
ら

弁

護

七

資

格

試

験

に
変

わ

っ
た

と

い
う

こ

と

が

で
き

る
。

そ

れ

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

司

法

研
修

院

は
、

依
然

と
し

て
判

事

.
検

事
養

成

の
た

め

の
教

育
機

関

と

し

て

存
在

し

て

お

り
、

多

数

を

占

め

る
弁

護

士

の
教
育

と

は
隔

た

り

が
あ

る
。

他

方

、

弁
護

士

と
し

陶

て
開
業
す

る
者

た
ち

に
ま

で
国
庫

か
ら
俸
給
隻

給
す

る
と

い
・つ
こ
と
は
、
他

の
糠

と
の
関
係

か

鰐

ら
見
て
衡
平

で
は
な

い
.

観

こ
の
よ
う

に
・

司
法

試
験
と
司
法
研
修
院
制
度
を
中
心
と
す

る
法
曹

人
養
成
制
度

が
法
学
教
云目
制

牌

度

と

の
有
機
的
な
関
崔

を
持

た
な

い
こ
と

に
よ
り
招
来

さ
れ

る
も
、つ

;

の
問
題
占
…が
、
法
律
実

駝

務
家

で
あ
る
矯

人
と
法
学
者

の
間

の
距
離
感

で
あ
る
.

両
者

の
交
流
を
緯

化
ざ
、
せ
る

こ
と
が
で

蝋

き
る
よ
う
な
制
度

的

メ
カ

ニ
ズ

ム
が
な

い
状

態
な

の
で
あ

る
.

翻>

m

法
曹
養
成
制
度
改
革
の
過
程
と
内
容

　俵

一

世
界
化
推
進
委
員
会
に
よ
る
改
革
の
始
ま
り

こ
れ
ま

で
・
前

で
見
た
よ
う
な
問
題
点
を
抱
え

こ
ん
で

い
る
法
曹
護

制
度
を
含

め
た
司
法
制
度
全
般

に
対
す

る
改
革

の
必
要
性

は
間

断
な
く
論
藝

れ

て
来

た
が
・
大
半

が
論
議

に
終
わ
り
、
思

い
通
り

の
改
革

が
行

わ
れ
る

こ
と
は
な

か

っ
た
.
法
苗
.
人

が
利
益
団
体

と
し

て
占

め
る
確
固

た
る
倍

に
よ
り
・

漠
然
と
し

た
利
害
関
係

し
か
持

た
な

い

一
般
市
民

の
立
場

か
ら

こ
れ
を
推
進
す

る

の
が
難
し
か

っ
た

こ
と
は
・
韓
国

の
政
治
権
力

の
性
格

と
も
直
結
し

て

い
る
.

し
か
し
、

死

九
三
年
始

め
て
文
民
政
府

が
出
帆
す

る
や

い
な
や
、

司
法
制

度

は
も
と
よ
り

こ
れ
ま

で
市
民

の
讐

下
で
砦

的

に
運
行

さ
れ

て

い
た
制
肇

般

に
対
す

る
改
革

の
要
求
が
激

し
く
起

こ

っ
た
.

一

年 度

1981

1983

ユ986

1990

1994

纈 者 数 合 儲 数1出 願 者 対 最 終 合 格 率

6,〔)852894.7%

8,4503003.5

11,7083002.6

14,3652982.07

19,0062901.52
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つ
い
に

充

九
四
年

の
末
、
ウ

ル
グ

ァ
イ

.
一フ
ウ

ン
ド
交
渉
羅

、
W
T
・
体
制

の
出
帆
な

ど
に
件

い
・
政
府

は
・

充

九
五
年

再

"
世
界
化
"
政
策
を
発
表
し
、
先

進
社
△
調
の
水
準

に
以
合
う

制
度

へ
と
国

政
全
磐

改
革
し
よ
う

と
し

た
・

こ
の
た

め
に
・
政
府
は

〃
世

界
化
推
進
委
貝
△
試
〃

(以
下

"
世
馨

と
す
る
)
を
設
置
し
、

い
ろ

い
ろ
な
談

に
対
す

る
改
蘂

を
禁

す

る

》
」
と

に
し

た
・

こ
れ

に

応
え
、
世
推
護

、
"
司
法
改
革
〃
を

世
界
化

の
た
め
の
重
点
逡

課

題

の

;

と
し

藻

択
し

た
後

こ
れ
を
推

進
す

る
た
め

の
小
委

黒

訟
を
欝

し
た
.
続

い
て
、
世
推
委

が

"
法
律
サ
壱

ス
及

び
法
学
教
育

の
環

化
"

の
た
め

の
計
画
を
樹

立
し
・
大
統
領

に
報
告
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
司
法
改
革

が
本
格

的

に
推
進
さ
れ
始

め
た
。

二

世
推
委
と
大
法
院
の
共
同
推
進

世
推
委

は
、
大

統
領
慮

下

の
臨
時
特
別
驚

と
し
て
行

政
府

に
属
す

る
も

の
で
あ
る
.
大
統
領

を
首
班

と
す
る
政
府

は
・

司
法
制
度

の
不
A
.
理

に
よ
り
国

民

に
対
す

る
法
律

掌

ビ

ス
は
勿
論
、
政
府
や
企
業

に
対
す

る
専
門
的
な
霧

を
充
足

で
き
ず
国
家

の
国
際
璽

力

を
低

下

さ

せ

て

い
る

と
判

断

し

、

司

法
制

度

を
改

革

し
よ

う

と
し

た

の

で
あ

る

・

し

か
し
、
司
法
改
革

は
、

司
法
府

と
撰

に
関
連
す

る
叢

が
多

い
た
め
、
大
法
院

で
は
、
行

政
府

が
司
法
改
革
を
逡

す

る
の
は
三

権
分

立
に
農

し
、
妥
当

で
は
な

い
と
主

張
し
、

こ
れ

は
覆

的

に
当
響

で
あ
る
司
法
府

が
毒

す

べ
き

だ
と
し
た
・

世
推
委

に
よ
る
推
進

の
北月
景

に
は
、

こ
れ
ま

で
の
経
過

か
ら
見

て
、

司
法
改
薯

法
曹
人
甚

に
任

せ
れ
ば
法
曹
人

の
型

。関
係

の
た

め
改
革

が
不
罷

で
あ
る
と
す

る
判
断

が
置
か
れ

て

い
る
の
で
あ
る
.
従

ぞ

、
政
府
は
、
塁

的

正
当
性

が
あ
る
政
治
権
力

に
よ
り
国

民

の
世
論

を
背
壁鼠
と
し

て
大
幅

姦

革
を
敢
行
し
よ
う

と
し

た

の
で
あ

る
.
司
法
試
験

の
根
拠
と
な

る
法

は

〃
司
法
試
馨

"

で
あ

り
・

新
し
い
制
度
改
善
の
た
め
の
措
置
も
奥

ム
や
法
院
の
協
力
な
し
に
大
統
識

独
で
取
る
こ
と
が
で
き
る
.
司
法
試
馨

格
者
の
増
凝

司
法
試
験
主
管
機
関
で
あ
る
政
府
雫

の
総
務
処
の
決
定
叢

で
あ
ゑ

め
、
政
府
独
自
に
司
法
改
革
を
嚢

さ
せ
て
も
理
論
上
の
問
題
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は
な

か

っ
た
・
し

か
し
・
改
革

が
円
満

に
遂
行

さ
れ
る
た
め
に
は
、
直
接
、
法
律
マ

ビ
ス
を
提
供
す

る
利
害
関
係
墓

者

で
あ

る
法
曲
、

界

の
意

見
を
収
敏
す

る

こ
と
も
必
要

で
あ

っ
た
.

そ

の
た
め
世
推
委

は
、
高

を
変
・え
、
法
曲
・
界

の
漿

奮

み
、
大
法
院

と
共
同

で
司

法

改

革

を

推

進

す

る

こ
と

に
し

た

。

三

改

革

内

容

世
推
委

美

法
院

が
共
同

で
司
法
改
革
を
推
進
す

る
と
A
・
意

し
た
が
、

そ

の
導

は
順
調

で
は
な

か

っ
た
.
法
繭
.
制
度

の
不
A
.
理
な
慣

行
改
善
な

ど
・
法
曹
人

の
利
害
関
係

が
そ
れ
ほ
ど
大
き
妥

い
事
項

に

つ
い
て
は
比
較
的

た
や
す

-
A
・
意
を
成
し
、え
た
が
、
法
曲
.
入

の
利

害
関
係

に
直
結
す

る
法
曹
養

成
制
度

と
の
関

連

で
は
、
両
者

が
尖
鋭

に
対
立
し

た
。

D

法
曹

人
数

の
増
員

ま
ず
・
法
莫

数
を
増
加

さ
せ
る
べ
き

だ
と

い
う
占
{で
は
両
機
関

の
問

に
見
解

の
相
違

は
な

か

っ
た
.
し
か
し
、

そ

の
規
模

に

つ
い
て

は
・
相
当

の
違

い
を
見

せ
た
・

幕

委

は
、
法
律

サ
占

ス
に
対
す

る
社
会
的
霧

を
強
調

し
、
簡

二
、
。
。
。
人
ず

つ
實

す

べ
き

だ
と
主
張
し

た

芳

・

大
法
院

は
・
法
算

の
収
容
能

力
と
法

学
界

の
供
給
能
力
を
勘
案
し

て
年
間

一
、
・
。
。
人
以
上

は
憎

貝
で
き
な

い
と

い
う

立

場

を

固

守

し

た

。

最
終
的

に
・
両
機
関

は
二

究

五
年
四
月
、
合
意

に
達

し
た
.
個

人
的
な
感
情

の
対
立

に
よ
り
、
多

あ

紆
余
曲
折
を
経
た
が
、
三

ケ
月

に
も

み
た
三

短

い
翻

で
合
意

に
達
す

る

こ
と
が
で
き

た
の
は
、
市
民

の
圧
力

で
、
大
法
院

が

こ
れ
以
蓮

延
さ
せ
る
作
戦

を
用

い
て
も

今

回

の
改

革

を
避

け

る

こ
と

は

で
き

な

い
と

考

え

た

た

め

で
あ

る
。

合
意
さ
れ
た
内
容
は
ゴ

究

六
年
か
皇

九
究

年
ま
で
は
、
現
行
の
司
法
醗

制
度
の
骨
格
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
な
が
ら
、
そ
の
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選
抜
食

害

。
。
人

(
冗

九
六
年
)
か
ら
八
・
・
人

(
冗

九
九
年
)
ま

毒

年

δ

・
人
ず

つ
単

し

て
行
く
と
し
・

二
。
。
。
年

以
後

に
は
、
新
し

い
制
度

に
従

っ
エ

、
・
・
?

二
、
…

人

の
藷

内

で
増

や
す
と
す

る
が
、
そ

の
旦
ハ体
的
姦

字
は
官

民
合
同

で
設

置

さ

れ

る

"
法

曹

養

成

委

員

会

"

(仮
称
)

に

て

決
定

す

る

こ
と
と

し

た
。

こ
れ
に
よ

り
、

兀

△

年
か
ら
三
・
・
人
ず

つ
覆

し

た
司
法

試
験

が
、

冗

九

六
年

に
は
A
尚

の
合

意
内
容

の
ま
ま

で
五
。
。
人

を
選
抜
し
、

兄

九
七
年

に
は
六
・
・
人
を
選
抜
す

る
遥

で
あ

る
.
過
去

に
比

べ
れ
ば
大
幅

に
増
貝

さ
れ

た
も

の
で
あ
る
・

司
法
制
度

改
革

の
核
心
的
内
容

は
、
正

に
こ
の
司
法

試
験
合
格
者
数

の
増
員
だ

っ
た

の
で
あ

る
・

②

法
学
教
育
制
度

改
革

の
失
敗

A
.
ま

で
の
葎

家
養
成
制
度

は
、

司
法
試
験
を
通

じ

て
の
も

の
で
あ

っ
た
.
大
学

の
法
学
警

制
度

と
は
覆

的
な
関
連
性

が
な

か

っ

た
.
世
推
委
を
忠

と
し
た
政
府

の
改
革
構
想

は
、
法
学
教
育
制
度

自
体

を
大
幅

に
改
編
し

て
、
今
ま

で
の
ホ

つ
な

〃
試
験
を
通
じ
て

の

選
抜
"

か
ら

"
教
育
を
通
じ

て

の
護

〃

へ
と
転
換

し
よ
　

と
す

る
も

の
で
あ

っ
た
.

世
推
委

が
念

頭
に
置

て

い
た
案
は
・
ア
メ
リ
カ

の

ロ
ー

.
ス
ク
「

ル

。
・
薯

・。。
ぴ
。
。
一)
と
類
似

し
た

"
専
門

法
科
大
学
院
"
制

度

で
あ

っ
た
.

一
撃

部
を
卒
業

し

た
学
生

た
ち
が
嵩

法
科
大
学
院

へ
進
学
し
、
法
学
専
門
教
育
を
受
け

て
蘂

す

れ
ば
、
少
な
ー

も
半
数
以
上

が
弁
護

士
試
験

に
合
格

で
き

る
よ
、つ
に
し
よ

、つ
と
す

る
も

の
だ

っ
た

の
で
あ

る
.
專
門
法

科
大
学
院

は
、
あ

る
程
度

の
実
務
を
含

め
た
専
門

大
学

院

(量

Φ
のω一§

】
..6
ぎ

ご

と
し

て
、
今
ま

で
の
制
度

と
は
傘

違
、つ
次
元

の
も

の
に
な
る
.
法
科
大
学
院

の
数
窺

模

は
、
葎

サ
占

ス
に
対
す

る
霧

を
饗

し

て

少
数

に
制

限
し

よ
、つ
と
し

た
.
す

な

わ
ち

こ
れ

は
、
司
法

試
馨

格
者
を

二
簡

訓
練
す

喬

法

研
修
院

が
無
意

味

に
な

る
か
・
ま
た

は
、
全
然
連

つ
機
能
を
担
当
す

る
機
構

に
転
換

さ
れ
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
こ
と
姦

味
す

る
.
何

よ
り
問
題
な

の
は
・
法
曹
人

の
杏

羅

出

か
制
度
化

さ
れ
る
と

い
、つ
占
{で
あ
る
。
従

っ
て
、

こ
の
よ
、つ
な
講

法

科
大
学
院

の
設
蘂

に
対
す

る
蓄

日
界

の
反
応
は
絶
対
的
な
反
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対
で
あ

っ
た
・

一
笑

学
の
法
学
贅

も
慧

裏

明
し
た
.
司
法
試
験
合
薯

を
多
毒

出
す
る

蔀

少
数
の
法
科
大
学
は
専
門
法
科

大
学
院
に
霧

で
き
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
う
で
は
三

大
半
の
法
科
大
学
は
教
養
塾

目
も
し
-
は
法
学
基
礎
藝

目
の
水
準
に
止
ま
る

可
能
性

が
大
き

い
た
め

に
・

既
存

の
法
科
大
学

と
法
学
大
学
院
を
併
存

さ
せ
る
法
学
藝

目
機
関

の
二
元
化

に
反
対
し

た
.

ア
メ
リ
カ
型

の

。
1

ス
ク
ん

だ
け

で
を

、
既
存

の
法
科
大
学

の
教
育

期
間
を
延
長
す

る
な

ど
の
様

々
な
折
衷
案

が
摸
索
さ
れ
た

が
・

こ
の
問
題

に

つ
い
て
は
・
世
推
委

と
大
法
院

は
合
意

に
芒

え
な

か

っ
た
.
従

っ
て
、
両
者

は
法
学
教
育
制
度

の
改
編
必
覆

に

つ

い
て

の
茱

的
な
原
則

に
だ
け
合
意

し
な
が
ら
、

そ
の
具
体
的
な
案

に
関

し
て
は
よ
り
深

い
鶉

と
欝

が
必
要

で
あ

る
と
し
て
、

こ
れ

を
法
算

と
幕

委

の
関
係
専
門
家

六
人

で
構
成

さ
れ

る

"
法

塁

製

果

ム
〃

(法
苗
・
界
側

二
人
、
世
推
委
側

二
人
)
に
委
任
す

る

こ
と

に

し

た

　

続

い
て
・
法
塁

製

員
会

は
・
現
行

の
法

学
教
育

の
問
題

点
と
改
善
方
向
、
可
能

な
学
制
な

ど

に

つ
い
て
多

く

の
論
議

を
進

め
た

が
・
実
現
可
能

な
具
体
的
内
容

に

つ
い
て
は
合
立思
に
達
す

る

こ
と
が
で
き
ず
、

こ
れ
を
再

び
警

改
募

員
ム
ム
に
委
任

し
、
量
口
わ
ば
、
司

法
製

改
革

の

環

と
し

て
取
り
扱
わ
れ
た
法
学
藝

目
制
度

の
改
革

が
、

こ
れ
か

b
は
藝

目
制
度

改
革

の

環

と
し

て
転
換
さ
れ
る

こ
と

に
よ

っ
て
・
妻

上
・
法
学
警

制
度

が
法
黄

養

成
制
度

者

機
要

関
係
下

で
改

編
し
よ
、つ
と
し

た
世
推
委

の
計
画

は
霰

し

て
し

ま

っ
た

訳

で
あ

る
・

法

曹

学
制

委

員

会

は
、

次

の
よ

う

な

基
本

方

向

に

つ
い
て

に

の

み
合

意

し

た
。

;

・
多
様

な
学
問
的
背
景
を
持

つ
人
材

が
法
苗
臼
と
な
り
う

る
機
会
を
券

に
提
供

し
、
法
苗
.
人

の
多
様

性
を
拡
大
し

て

い
く
.

二

つ
・
通
商

.
特
許

・
環
導

禺

分
野

の
葎

サ
占

菱

提

供
で
き

る
專
門
蓄

・
人
を
護

し
、つ
る
機
ム
ム
を
大
幅

に
笑

す

る
.

三

つ
・
大
学
教
育

を
正
常
化

で
き
る
よ
う

に
法
曹
人
選
抜
制
度

の
内
容
と
方
式
を
大
幅

に
改
善
す

る
.

四

つ
・
書

の
あ
る
法
曹
を
養
成
す

る
た
め
に
、
基
礎

嚢

教
育

と
法
学
基
駿

育
を
強
化
す
る
.

五

つ
・
資
質
と
能
力

を
備
え

た
法
葵

を
養

成

で
き
る
よ
う
法
曹
霧

藝

目
及
び
研
修
、
修
習
を
多
様
化

し
、
充
実
化
す

る
.
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結
局
、
蓄

.
人
霞

の
た
め
の
教
育
制
度
自
体
の
改
編
と
い
う
結
訟濯

得
る
こ
と
が
で
き
ず
ご

応
・
馨

の
司
法
試
験
制
度
を
そ
の

ま
ま
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
前
段
階
の
蒙

教
育
と
司
法
試
馨

格
後
の
司
法
研
修
に
分
け
・
茜

法
科
大
学
院
設
立
を

忠

と
し
た
法
学
教
育
体
制
の
改
編
に
つ
い
て
は
、
教
育
部
傘
下
の
警

改
募

暴

が
馨

改
革
の
次
元
で
推
進
す
る

芳

・
司
法
研

修
制
度

の
改
編

に

つ
い
て
は
、
大
法
院

が
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
去

・
に
し
て
新
し

い
方
策
を
工
夫
し

て
行
く

こ
と
と
し
た
・

㈹

司
法
試
験
制
度
の
改
編

世

推
委
と
法
蒔
.
界

が
、
欝

の
実
情

に
A
.
、つ
法
苗
・
人
護

制
度

を
警

る
た
め
に
構
成

し
た
、
上
述

の
法

墓

製

塁

は
・

大
学
教

育

の
正
常
化

を
誘

導
す

ぞ

、
現
行

の
司
法
試
験
制
度

の
内
容

と
方
式
を
改
善
す

る
よ
・ユ

九
九

七
年

か
ら
施
行
す
る

こ
と
に
し

た
・
従

っ
て
、
司
法
試
験
制
度

は
、
何
よ
り
も
充
実
し

突

学

で
の
法
学
教
育
を
受

け
た
者

が
試
験

に
合
格

で
き
る
可
能
性
を
大
幅

に
高

め
る
方

向

に
改
善
さ

せ
、

.あ

た
め

の
大
学

の
法
学
馨

課
程
と
連
係

さ
せ
試
験
科
目
を
改
編
し
よ
う

と
し
た
・

こ
れ
に
よ
り
・
現
行

の
試
験
科

目
を
縮
小

し
て
、
不
必
要
な
叢

生

の
負
担
を
減
・ら
し
、
租
税

・
特

許

適

商

な
ど

の
新
し

い
専
門
分
野
蒙

科
目

と
国
際
化

に
伴
な
う

外
国

語
科
目
を
試
験
科
目

刃
こ

て
補
強
す

る

こ
と

に
し
た
.

そ
し

て
、
試
験
問
題

の
出
題
方
式
も
、
轟

暗
記
型
よ
り
総

合
的
な
問
題

解
決

型
を
主

に
出
題
し
て
総

合
的
思
考
力
と
理
解
力
を
判
定

で
き
る
よ
う

に
し
た
・

こ
れ

に
従

い
、
租
税
法
、
知
的
財
産
撰

な
ど

の
新
し

い
法
分
野

と

・
シ
ア
語
、

ス
ペ
イ

ン
語

な
ど

の
外
国
語
を

茨

試
験

の
選
択
科

目

と
し

て
追
加
す

る

万

、
文
化
史

と
国
史

は
廃
止
す
る
代
わ
り
に
司
法

研
修
院
課
程

で

の
歴
史
警

を
強
化
す

る
こ
と
に
し
た
・

二
次

遷

は
、
事
例
分
析
を
主

に
し

て
法
律

問
題

に
対
す

る
馨

的
な
解
決
能

力
を
判
定

で
き

る
よ
う

に
す

る

芳

国

民
麹

を
二
次
試
験

で
廃

止
す
る
代
わ
り
に
司
法

研
修
院
課
程

で
の
倫
理
教
育

を
強
化
す

る

こ
と
に
し

た
・

蓑

9
募

馳

)

あ

わ
せ
て
、
長
期
間

の
試
駿

備

に
よ

る
労
力
醤

を
誘

で
き

る
よ
・つ
に
、

茨

試
験
を
基
準

と
し

て

充

九
七
年

か
ら
起
算
し

て
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〈表9>改 編 され た 司法 試 験 科 目(1996.8.31改 正)

現行 改編 備考

… 次 憲 法 、民 法 、刑 法 、経 済 憲 法 、 民 法 、刑 法
必須科 目問題数ま

必須 学概論、文学史、国史
たは配点拡大

卍

第一選択 政 治学、社 会 学、心 理 経済学、政治学、社会

学 、刑 事政 策 、 法 哲 学 、 学 、 法 哲 学 、経 営 学 、

国 際 法 、 国 際・私 法 、 社 会 行政学の中から1科 目

法 の中か ら1科 目

第二選択 外 国 語(英 語 、 ド イ ツ 国際法、労働法(社 会
2000年 か ら

語 、 フ ラ ン ス 語 、 日 本 保障 法包含)、 国 際 去
2次 試験科 目 とし

語 、 中 国語)の 中 か ら1 来法、租税法、知的財
て編入検討

科 目 産権法、経済法の中で

1科 目(環 境法1999年

か ら追加)

第三選択 (な し) 外 国語(英 語 、 ドイツ

語 、 フ ラ ン ス 語 、 ロシ

ア 語 、 スペ イ ン語 、 日

本語、中国語)の 中か

ら1科 目

2次 憲 法 、 行 政 法 、 商 法 、 民 憲法 、行 政 法 、 商 法 、
2000年 か ら

必須 法 、 民 事 訴 訟 法 、 刑 法 、 民法、民事訴訟法(強 職志望職別に選択

刑事訴訟法、国民倫理 制執行法除外)、 刑 法、 コー ス を提 示

刑事訴訟法

ゴチック部分は除外 または追加 され る科 目.

の

司
法

研
修
制
度

の
改
編

司
法
試
験
合
格
者

で
あ
る
予
備
法

曹
人

に
対
す

る
教
育
を
担
当
し

て

い

る
司
法
研
修
院
制
度

は
、

司
法
試
験

の
性
格
が
判
事

・
検
事
任
用
試
験
か

ら
弁
護
士
資
格
付
与
試
験

に
変
化
し

た
こ
と
に
よ
り
、
変
わ

っ
て
行

く

の

も
当
然

で
あ
る
。
し

か
し
、
今
ま

で

は
依
然
と
し

て
大
法
院

の
傘

下
機
関

と
し
て
現
職

の
判
事

・
検
事

が
講
義

を
す
る
よ
う
な
実
務
法
曹
中
心

の
運

営

が
な
さ
れ

て
き

た
。
教
育

の
内
容

も
、
訟
務
を
主

と
し
た
実
務
能
力
養

受
験
回
数
を
四
回

に
制
限
す

る
こ
と

に
匙

・
同
時

に
・

大
学
教
育
改
編

の
進
展

に
従

い
漸
次
受
験
資
格
制

限

の
導
入
を
検
討
す

る

こ
と
に
し

た
。
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成
を
中

、心
に
行
わ

れ
、
特
殊
分
野

の
法
雛

論
も
霧

と
関
連

が
あ

る
部
分
を
中

心
と
し

て
制

限
的

に
行

わ
れ
て
き
た
・

司
法

研
修
院

の

成
績

は
、

司
法
試
験

の
成
績

と
共

に
判
事

・
検
事
任

用

の
た
め

の
決
定

的
な
資
料

と
し
て
活

用
さ
れ
て
き

た
・

大
法
院

は
、

司
法
試
験
を
始

め
と
す

る
司
法
制
度
自
体

の
変
化
だ
け

で
な
-
、
社
会

の
全
般
的
な
変

化
に
従

い
奮

吊

心

の
実
務
家
養

成

に
傾

い
た
教
育

を
止
揚
し
、

司
法
研
修
院

の
馨

を
中

立
化
、
客
観
化
し

て
社
会
的
要
求

に
よ
り
能
動
的

で
柔
軟

に
対
処

で
き

る
よ
う

な
藍

.
人
を
護

す

る
警

制
度

廃
L

季

る
た

め
に
、
"
司
法
研
修

院
響

委

員
会
"
を
設
置
す

る

こ
と

に
し

た
・
同
委
貝
会

は
・
法

曹

界

だ
け

で
な

く

、
学

界
、

官

界

、

そ

の
他

の
社
会

各

界

の
者

を

幅

広

く

参

加

さ

せ
る

こ
と

に
し

た
・

現

在

、

判
事

.
検

事

の
み

で
構

成

さ

れ

て

い
る
専

任

教

授

を

、

法
学

者

も

任

用

し

て
専

門

分

野

の
教

育

を

強
化

す

る

こ
と

に
し

た
・

ま

た
、

研
修
院
内

に
多
様
な
嵩

分
野
科
目
を
開
設
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
研
修
生

の
関
心

の
あ

る
分
野

の
専
門
知
識
を
獲
得

誕

さ

せ

ゐミ

モ

る

こ

と
カ

で
き

る
制

度

を

工

夫

し

、
新

し

い
社

会

的

要

求

に
応

え

る

よ
う

に
し

た
。

こ
の
よ
、つ
に
、
霧

遂
行
能
力

と
専
門
分
野
教
育

が

一
緒

に
効
率
的

に
行
わ
れ

る
よ
う
に
大
学
院

の
よ
・つ
な
学
期
制

と
単
位
制
を
導
入

し

て
、
必
須
科
目

と
撰

科
目
を
蕩

に
調
和

さ
せ
研
修

生

た
ち
が
多
様

な
轡

を

湊

で
き
る
よ
う

に
す

る
他
・
必
要
な
場
A
。
に
昼

般
大
学

の
よ
う
な
外
部

の
馨

機
関

や
、
も

し
-
は
外
国

に
行

っ
て
も
教
育

を
受
け

ら
れ
る
開

放
的
体
制

に
転
換
し

て

い
く

こ
と
に
し

た
.
結
局
、

こ
の
よ
、つ
な
転
換

は
、
単
純

な
法
律
実
蒙

護

を
超
え

て
、
高
度

の
知
識
を
備
え

た
法
律
専
門
家
姦

出
す

る
こ
と
と
な

り
、

こ
れ
、ら
の
者

に
は
専
門
学
位
を
授
与
す

る
制
度

を
工
夫

し
て
法
学
麓

と
後
進
護

に
奉
仕

で
き
る
よ
う

に
す
る

一
友

蒙

界

と

実
務

界

の
僑
渡
し

の
役
割
を
担
当

さ
せ
長
期
的

に
は
学
界
と
実
務

の
統
合

に
も
寄
与
す

る
で
あ
ろ
う

・

こ
れ

と
共

に
、
判
事

や
検
事

の
任
用
を
司
法
試
験
や
研
修
院

で
の
成
績

だ
け

で
な
-
、
課
外
活
動

や
奉
仕
活
動
な

ど
人
物

評
価
に
関
す

る
資
料

も
活
用
し

た
り
、
ま
た
は
、
司
法

試
験
A
・
格
者

の
増
大

に
件
う
質
的
低

下
姦

止
す

る
た
め

の
厳
格
な
研
修
水
準

の
管

理
を
検
討

す

る

こ

と

に

し

た

。
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W

法
曹
養
成
制
度
改
革
の
意
味

冗

九

五
年
に
行
わ
れ

た
韓
国

の
法
曹
養
成
制
度

の
蜂

の
核
心
的
な
内
容
は
、
法
苗
・
人
数
を
増
加
さ
せ

る
こ
と

で
あ

っ
た
.
司
法

試

験
合
格
者

数

の
増
加

に
因

る
弁
準

の
増
加

は
、

雇

市
民
は
勿
論
、
企
業

や
政
腐

い
ろ

い
ろ
な
機
関

で
必
要
と
す
る
需
要

に
よ
り
効

果

的

に
対
処

さ
れ

る
よ
う

に
な
る

で
あ

ろ
う
.
ま

た
、
弁
護
士
相
互
間

の
競
争

の
強
化
を
通
じ

蔓

任
料

の
引
き
下
げ

は
勿
論
、
専
門
領

域

の
分
化
を
促
進

さ
せ
る
も

の
と
憲

さ
れ
る
.

こ
の
よ
う

な
漿

は
、

一
般
的

に
法
律

マ

ビ
ス
の
質

の
向
上

を
誉

て
市
民

の
権
益

の
伸
張

は
勿
論
・
国
家

の
国
際
競
芳

の
強
化

に
も
寄
与
す
る
も

の
と
期
待

さ
れ
る
.
弁
華

だ
け
で
守

、
判
事

と
検
事

の
数
も
大
幅

増
員

さ
せ
ら
れ
る

こ
と
で
・
よ
蒔

問

の
余
裕
を
も

っ
て
裁
判

と
馨

が
進
め
ら
れ
、
法
運
営

の
釜

性
を
高

め
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ

う

　
こ
の
よ
う

な
利
点

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
墓

成
制
度

は
依

然
と
し
て
問
題
を
抱
え

つえ

で

い
る
.
何

よ
り
も
法
曲
.
人

の
数
、
す
な
わ

ち
・
司
法
試
馨

格
者

数

の
増
加

が
、
依

然
と
し

て
法
学
教

育
制
度

と
連

係
さ
れ

て

い
な

い
ま

ま
で
行

わ
れ
た

と

い
、つ
占
…
で
あ

る
.
過

去
・

司
法
試
験
と
大
学

の
法
学
教
育
制
度

が
連
係
さ
れ
な

い
こ
と
で
、
法
科
大
学

の
警

は
磐

を
免
れ
な
か

っ
た
が
、

こ
れ
以
降
は
そ

の
よ
う

な
現
象

が
法
科
毒

に
局
限
さ
れ
る

の
で
は
守

、
多

あ

科

に
ま

で
拡
散
す

る
よ
、つ
に
な

っ
た
.
]言
口
わ
ば
、
司
法

試
験
を
準
備

す

る
叢

生

は
・
過
去

に
は
主

に
法
科
大
学
生

で
あ

っ
た
が
、

司
法
試

験
合
格
姦

の
大
幅

な
増
員

に
よ
り
隣

馨

ム
匹
科

学
分

野

の
ほ

か
・

人
文
科
学

鵠

大
学
・
も

し
慮

理

素

の
学
科

に
所
属
す

る
学
生

の
中

で
も
相

当
数

が
叢

を
準
備
す
る
と

い
、つ
、
奇
異
な
現

　
き

ワ

象

を

招

来

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

法
曹

人
数

は
増
え

た
が
・

こ
れ
か
ら

は
法
科
大
学

だ
け

で
を

、
大
学
全
般

の
塾

目
に
看

過

で
き
な

い
副
作

用
を

招
来
す

る
こ
と
と
な

っ
た
・
そ

の
た
め
・

よ
り
多
く

の
有
能

な
若

い
人
材

が
長
期
間

の
叢

準
備

に
よ

っ
て
非
生
産
的
な
浪
費
を
余
儀
な
墓

れ
、
社
会

の
総
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体
的
な
犠
牲
は
寧
ろ
大
き
く

な

っ
た
訳

で
あ
る
。

一
日
も
早
く
、
社
会

の
法
学
教
育
制
度

と
司
法
試
験
制
度

の
間

に
有
機
的
な
関
係
を
樹

立
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

司
法
試
験
合
格
者
を
教
育
す

る
司
法

研
修
院
制
度

に

つ
い
て
も
、
方
向
転
換

が
模
索
さ
れ

る
べ
き

で
あ

る
。
司
法
研
修
院
制
度

と
は
、

先

に
説

明
し
た
よ
う

に
、
司
法

試
験

が
判
事
と
検
事
を
任

用
す

る
た
め

の
も

の
で
あ

っ
た
時

代

に
、

こ
れ
ら

の
者

を
教
育
す

る
た
め
の
目

的

で
設
立

さ
れ
た

の
で
あ

る
。

こ
れ
か
ら
は
、

司
法
試
験
合
格
者

の
絶
対
的
多
数

が
判
事

・
検
事

で
は
な
く
弁
護
士

と
し

て
開
業
す
る
と
す

れ
ば
、
教
育
内
容

の
変
更

は
勿

論
、
研
修
機
関

の
性
格
も
変

わ
る

べ
き
で
あ

る
。
専
門
大
学
院

と
類
似

し
た
方
向

へ
の
転
換
を
模
索
し

て
は

い
る
が
、
私
人
と
し

て

の
弁
護

士
開
業
を
準
備
す

る

こ
れ
ほ
ど
に
多
く

の
人
材

に
対
し

て
教
育

と
報
酬
を
国
庫
か
ら
支
出
す

る
必
要

が
あ

る
か
、
と

い
う
点

は
問

題
と
し

て
残
る
。

将
来
、

こ
れ
ら

の
者

に
対
す

る
教
育

を
弁
護
士
団
体

や
法
科
大
学

に
委
任
す

る

の
も

　
つ
の
方
法

に
な
る
で
あ
ろ
う

。

韓
国

の
法
曹
養
成
制
度

は
、

一
九
九
五
年

の
改
革

で
終
結

さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
依
然

と
し

て
改
革
を
必
要

と
す

る
多
く

の
問
題
を

抱
え

こ
ん
で

い
る
と

い
う
点

で
、
寧
ろ
改
革

の
始

ま
り
に
過
ぎ
な

い
と
見
る

べ
き

で
あ

る
。

注
(1
)

権
五
乗
、

『
司
法
も
サ
ー

ヒ
ス
だ
』

(未
来

メ
デ

ィ
ア
、

一
九
九
六
〉
三

一
ー

三
、
一
ぺ
ー

ジ

(
2
)

王
掲
書
、
ご
、一二
ペ
ー

ジ

(
3
)

こ
れ
に
対
す

る
唯

一
の
例
外
が
軍
法
務
官
制
度

で
あ

る
。
軍
法
務
官
試
験

に
合
格
し
た
後
、

一
〇
年
以
L
軍

で
服
務
し
た
者

に
は
弁
護
ヒ
資
格
が
与
え

ら
れ
る
。

(軍
法
務
官
任

用
法

第

七
条
参

照
)
軍
法
務
官
試
験
は
普

通
二
年

に

一
回
ず

つ
実
施
さ

れ
て
お
り
、
三
〇
人
程
度
ず

つ
選
抜
さ
れ

て
い
る
。

(
4
)

小
委
員
会
は
、
法

曹
人
、
学
者
、
市
民
代
表
を
含

む
五
人

の
委

員
と

一
人

の
幹
事

と
で
構
成
さ
れ

た
。

(5
)

司
法
試
験
令
第

二
条
。
韓
国

で
は
、

司
法
試
験
を
総
務
処

で
主
管
し

て

い
る
。

こ
れ
は
、
過
去
、
少
な
く
と
も

一
九
八
〇
年

ま
で
は
、
司
法
試
験

が
法
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律
専
門
家

に
対
す

る
弁
護
士
資
格
付
与
試
験

で
は
な
く
、
判
事

と
検
事

の
任
用

の
た
め

の
公
務
員
採
用
試
験
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、

こ
の
よ
う

な
観
点

か

ら
見
る
と
、
公
務
員
採
用
担
当
機
関

で
あ

る
総
務
処
で
司
法

試
験
を
主
管
す

る
の
も
当
然

で
あ

っ
た
。
韓
国

で

の
司
法
制
度
改
革

が
法
蒔
日
人
中

心

で
は
な

く
・
世
推
委

の
よ
う

な
大
統
領
傘
下

の
政
府
主
導

で
行
わ
れ
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、

こ
の
よ
う
な
構
造

と
密

接
な
関
連
を
持

つ
。

一
九
八

一
年

か
ら
施

行
さ
れ
た
大
幅

な
司
法
試
験
合
格
者

の
増
員
も
、
法
曹
人

の
意

見
を
無
視
し
た
政
府

の

一
方
的
な
決
定

に
よ
り
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
司
法
試
験
令
第

三

条

は
・
総
務

処
長
官

が
、
法
務
部
長
官

及
び
法
院
行
政
所
長

の
意

見
を
問

い
、
司
法

試
験
合
格
者
数
を
定

め
る
よ
う

に
し
て

い
る
。

司
法
試
験
A
"
格
者

数

に
関
す

る
変

化

は

く
表

7
、
8
v
参

照
。

(6
)

こ
の
よ
う
な
改
編
計
画

に
よ
り
、
根
拠
法
令
で
あ

る
14
法
試
験
令

が

、
九
九
六
年
八
月

三

一
目
、
大
統
領
令
第

一
五

一
四
四
口万
と
し
て
改
編

さ
れ
た
。

(7
)

司
法

試
験
金

二
条
、二
項

(8
)

例
を
挙
げ
れ
ば
、
ソ
ウ

ル
大
学
校

の
場
合
、
学
部
生

一
八
、

O
O
O
人

の
中

で
約
四
、
0
0
0
人
程
度

が
上

級
国
家
試
験
を
準
備
し
て

い
る
が
、

こ
の

中

の
約
八
〇
%

が
、
司
法
試
験
を
準
備
し

て

い
る
も

の
と
知
ら
れ
て

い
る
。

ソ
ウ

ル
大
学
校
法
科
大
学

の
学
部
生

の
総
定
員

は

一
、

一
〇
〇
人
程
度

で
あ

る
。

『朝
鮮

日
報
』

一
瓦
几
六
年
几
月

一
〇

日
字
参

照
。
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